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二
度
の
国
保
再
建
計
画
策
定
は
共
産
市
長
の
責
任

二
度
の
国
保
再
建
計
画
策
定
は
共
産
市
長
の
責
任

国
保
料
の
引
き
上
げ

問

昨
年
の
市
長
選
挙
で
国
保

料
の
負
担
軽
減
を
公
約
の
目
玉

と
し
て
大
々
的
に
宣
伝
し
て
お

き
な
が
ら
、
十
九
年
度
に
つ
い

て
は
、
市
長
が
賦
課
限
度
額
を

五
十
三
万
円
に
据
え
置
い
た
こ

と
に
よ
り
、
一
人
当
た
り
の
平

均
保
険
料
は
昨
年
よ
り
三
千
七

百
八
十
円
の
引
き
上
げ
と
な
っ

た
。
市
長
就
任
後
一
年
も
経
過

し
な
い
う
ち
に
保
険
料
引
き
上

げ
を
行
っ
た
こ
と
に
対
し
、
市

の
最
高
責
任
者
と
し
て
ど
う
責

任
を
と
る
の
か
。

市
長

市
民
の
方
々
に
負
担
を

か
け
る
こ
と
は
心
苦
し
い
心
境

で
あ
る
が
、
御
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

国
保
会
計
の
単
年
度
赤
字

問

十
八
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
は
、
国
か
ら
特

別
調
整
交
付
金
八
億
四
千
三
百

万
円
の
交
付
を
受
け
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
結
果
と
し
て
五
億

一
千
万
円
の
単
年
度
赤
字
と
な

っ
た
原
因
は
何
か
。

市
民
生
活
部
長

医
療
費
の
増

嵩
に
よ
る
影
響
や
過
年
度
の
精

算
金
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
国
か
ら
の
特
別
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
収
納
率
が

昨
年
を
上
回
る
見
込
み
で
あ
っ

て
も
目
標
収
納
率
か
ら
は
乖
離

し
た
こ
と
に
よ
り
、
結
果
的
に

は
収
支
改
善
に
つ
な
が
ら
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。

累
積
赤
字
の
増
加

問

十
八
年
度
国
保
会
計
の
単

年
度
赤
字
に
よ
り
、
累
積
赤
字

は
第
一
次
財
政
再
建
計
画
か
ら

初
め
て
の
増
加
と
な
っ
た
。
累

積
赤
字
の
増
加
は
十
六
年
ぶ
り

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に

至
っ
た
こ
と
に
対
す
る
市
長
の

責
任
は
大
き
い
。
本
年
は
第
二

次
財
政
再
建
計
画
の
最
終
年
度

で
あ
り
、
今
後
累
積
赤
字
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

市
長

十
九
年
度
の
単
年
度
の

み
で
三
十
億
円
を
超
え
る
赤
字

解
消
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、

第
三
次
財
政
再
建
計
画
を
策
定

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
国
、
府
の
支
援
は
不
可
欠

で
あ
り
、
国
が
示
し
て
い
る
収

納
対
策
緊
急
プ
ラ
ン
に
あ
る
保

険
料
収
納
率
向
上
策
や
医
療
費

適
正
化
に
よ
る
歳
出
抑
制
の
取

り
組
み
を
着
実
に
推
進
し
、
早

期
に
累
積
赤
字
の
解
消
を
図
っ

て
い
く
。

永
和
図
書
館
の
整
備

問

永
和
図
書
館
は
老
朽
化
が

著
し
く
、
危
険
性
が
極
め
て
高

い
状
況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
な
建
て

替
え
計
画
は
提
示
さ
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
永
和
図
書

館
が
閉
鎖
さ
れ
る
の
で
は
と
利

用
者
の
不
安
は
募
っ
て
い
る
。

市
長
は
永
和
図
書
館
の
建
て
替

え
計
画
を
早
急
に
提
示
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長

多
く
の
市
民
が
利
用
す

る
永
和
図
書
館
の
整
備
に
関
し

て
は
、
第
三
次
実
施
計
画
に
位

置
づ
け
を
し
、
検
討
を
指
示
し

て
い
る
。

上
下
水
道
統
合
庁
舎
建
設

計
画
に
係
る
意
見
募
集

問

先
日
開
催
さ
れ
た
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
市
内
各
種
団

体
に
発
送
さ
れ
た
上
下
水
道
統

合
庁
舎
建
設
計
画
に
係
る
意
見

募
集
の
回
答
が
、
市
政
だ
よ
り

に
よ
る
意
見
募
集
の
回
答
に
包

含
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
市
長
は
各
種
団
体

の
意
見
の
中
に
自
分
の
意
見
と

合
わ
な
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ

を
隠
す
た
め
に
意
図
的
に
紛
れ

込
ま
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

上
下
水
道
局
経
営
企
画
室
長

市
政
だ
よ
り
の
意
見
募
集
と
同

じ
位
置
づ
け
で
、
よ
り
多
く
の

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
各
種
団

体
に
も
お
願
い
し
た
。
他
の
意

見
に
包
含
し
、
判
断
を
行
う
参

考
と
す
る
た
め
公
表
し
た
。

産
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

問

産
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

は
周
辺
に
交
通
機
関
が
な
く
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
少
な
い
。
ま

た
研
修
機
能
が
低
く
、
小
規
模

企
業
が
あ
ま
り
利
用
し
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。
物
づ
く
り
の

高
付
加
価
値
化
に
向
け
た
技
術

支
援
の
強
化
が
必
要
な
状
況
の

も
と
、
産
業
技
術
支
援
セ
ン
タ

ー
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

経
済
部
長

小
規
模
企
業
に
お

け
る
製
品
や
加
工
の
高
付
加
価

値
化
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
る

中
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
産
業

技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
が
対
応
す

る
必
要
が
あ
り
、
施
設
の
建
て

替
え
等
を
検
討
し
て
い
る
。

看
護
師
の
確
保

問

看
護
基
準
の
見
直
し
等
に

よ
り
、
全
国
的
に
看
護
師
の
確

保
が
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
各

自
治
体
病
院
は
看
護
師
確
保
の

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
る
。
本
市
も
看
護

師
が
職
場
に
十
分
慣
れ
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
研
修
期
間

を
延
長
し
、
そ
の
間
、
職
員
定

数
の
枠
外
で
措
置
す
る
な
ど
看

護
師
確
保
に
向
け
て
努
力
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

総
合
病
院
事
務
局
長

職
場
に

十
分
な
じ
み
安
全
、
安
心
な
医

療
を
提
供
す
る
た
め
、
期
間
を

か
け
た
研
修
が
可
能
と
な
る
よ

う
研
修
期
間
中
の
看
護
師
定
数

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、

関
係
部
局
と
協
議
を
進
め
る
。

全国的な看護師不足の中、総合病院
でも工夫をこらして確保に努めま
す。（市立総合病院）

代
表
質
問

中
川

初
美

個
人
質
問

松
尾

武

個
人
質
問

山

毅
海

指
示
を
出
さ
な
い
共
産
党
市
長

課
題
処
理
は
原
局
の
責
任
で
行
う
も
の

指
示
を
出
さ
な
い
共
産
党
市
長

課
題
処
理
は
原
局
の
責
任
で
行
う
も
の

代
表
質
問

藤
木

光
裕

個
人
質
問

岡

修
一
郎

個
人
質
問

松
井

保
博

行
財
政
改
革
の
行
方

問

長
尾
共
産
党
員
市
長
が
市

長
選
挙
で

改
革
続
行
は
痛
み

の
続
行
宣
言

と
し
て
完
全
否

定
し
て
い
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン

は
、
そ
の
完
全
否
定
し
て
い
た

長
尾
市
長
み
ず
か
ら
が

尊
重

し
実
行
す
る

こ
と
で
、
着
実

に
続
行
さ
れ
て
い
る
が
、
政
治

家
と
し
て
自
己
矛
盾
は
な
い
の

か
。
市
長
は
独
自
の
行
財
政
改

革
を
示
す
こ
と
も
し
な
い
が
市

長
公
約
を
実
現
す
る
た
め
に
は

今
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
変
更

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
市
長
は

今
以
上
の
前
向
き
な
代
案
プ
ラ

ン
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長

市
政
の
効
率
化
、
活
性

化
は
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
内
容

に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
適

宜
判
断
し
て
見
直
し
も
行
う
。

市
長
公
約
の
成
熟
度

問

長
尾
共
産
党
員
市
長
は
昨

年
の
九
月
議
会
で
の
所
信
表
明

で
、
選
挙
公
約
に
つ
い
て
は
検

討
な
ど
の
実
現
性
の
乏
し
い
表

現
に
す
り
か
え
、
ほ
と
ん
ど
の

公
約
が
四
年
間
で
は
実
現
不
可

能
で
あ
る
こ
と
を
市
長
自
身
で

表
明
し
た
。
本
来
公
約
実
現
の

た
め
の
検
討
な
ど
は
あ
り
得

ず
、
市
民
と
約
束
す
る
そ
の
前

の
段
階
に
お
い
て
検
討
し
、
計

画
や
財
源
確
保
の
見
通
し
な
ど

す
べ
て
確
立
し
て
お
く
べ
き
も

の
で
あ
る
。
公
約
の
成
熟
度
が

高
ま
っ
た
段
階
で
具
体
化
を
図

る
と
い
う
が
、
今
の
段
階
で
の

成
熟
度
は
何
％
な
の
か
示
せ
。

市
長

成
熟
度
と
は
市
民
的
な

認
識
や
世
論
の
高
ま
り
、
そ
の

施
策
実
行
の
準
備
の
進
み
具
合

の
こ
と
で
あ
り
数
字
で
示
す
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

組
合
問
題
と
市
長
の
責
任

問

五
月
二
十
八
日
に
開
催
さ

れ
た
職
員
の
労
働
組
合
活
動
に

関
連
す
る
事
務
調
査
特
別
委
員

会
で
議
論
、
指
摘
さ
れ
た

勤

務
時
間
中
の
職
員
の
組
合
活
動

問
題

、

市
民
の
財
産
を
無

料
で
使
用
し
て
い
る
組
合
事
務

所
の
取
り
扱
い

な
ど
市
民
に

は
到
底
理
解
さ
れ
な
い
実
態
に

関
し
、
そ
の
後
の
検
討
内
容
と

改
善
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
求
め
た
が
全
く
進
展
が
な

い
。
特
別
委
員
会
終
了
後
に
原

局
に
は
市
長
か
ら
ど
の
よ
う
な

指
示
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
市

長
が
速
や
か
に
課
題
を
整
理
し

原
局
に
方
針
を
伝
え
、早
急
に
当

該
特
別
委
員
会
を
終
結
さ
せ
る

こ
と
が
市
民
に
選
ば
れ
た
市
長

と
し
て
の
責
任
で
は
な
い
の
か
。

行
政
管
理
部
長

市
長
か
ら
特

に
指
示
は
な
い
。

財
務
部
長

市
長
か
ら
具
体
的

な
指
示
は
な
い
。

市
長

課
題
解
決
は
原
局
の
責

任
に
お
い
て
実
行
す
る
も
の
で

あ
り
一
々
指
示
の
必
要
は
な
い
。

河
内
花
園
駅
前
再
開
発
事
業

問

若
江
岩
田
駅
前
再
開
発
事

業
で
は
、
当
時
市
長
で
あ
っ
た

長
尾
市
長
が
駐
車
場
の
処
分
方

法
を
決
め
ら
れ
ず
に
放
置
し
た

た
め
、
最
終
的
に
市
が
利
害
関

係
人
と
し
て
参
加
し
た
特
定
調

停
に
よ
っ
て
や
っ
と
決
着
し
た

経
過
が
あ
る
。
河
内
花
園
駅
前

再
開
発
事
業
に
お
い
て
も
来
年

春
の
再
開
発
ビ
ル
完
成
と
と
も

に
駐
車
場
の
運
営
が
必
要
に
な

る
が
、
ま
た
も
や
共
産
党
員
市

長
の
失
政
に
よ
っ
て
あ
ら
ぬ
方

向
に
進
む
こ
と
の
な
い
よ
う
、

駐
車
場
処
分
に
つ
い
て
の
市
長

の
考
え
方
と
予
算
措
置
の
必
要

性
及
び
時
期
を
明
確
に
示
せ
。

市
長

駐
車
場
の
処
分
に
市
の

支
援
は
欠
か
せ
な
い
。
具
体
に

つ
い
て
は
今
後
協
議
が
と
と
の

い
次
第
示
す
。

待
機
児
童
の
解
消

問

今
の
時
代
は
子
供
と
子
育

て
世
代
に
対
す
る
支
援
は
最
も

重
要
で
あ
る
。
松
見
前
市
政
に

お
け
る
待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦

は
、
新
園
の
創
設
や
増
改
築
に

よ
っ
て
十
八
年
三
月
ま
で
に
七

百
六
人
の
定
員
増
を
実
現
し

た
。
し
か
し
保
育
所
入
所
の
ニ

ー
ズ
は
高
く
依
然
と
し
て
待
機

児
童
が
存
在
す
る
。
特
に
枚
岡

地
域
、

リ
ー
ジ
ョ
ン
地
域
並

び
に

リ
ー
ジ
ョ
ン
地
域
に
集

中
す
る
待
機
児
童
解
消
は
急
務

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
か

ら
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策

を
検
討
し
て
い
く
の
か
示
せ
。

福
祉
部
長

ご
指
摘
の
待
機
児

童
解
消
に
つ
い
て
は
新
設
園
を

視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
る
。

早期完成が待たれる駅前再開発事
業。快適で魅力ある町づくりをめざ
します。（河内花園駅前）

リ
ベ
ラ
ル
東
大
阪

リ
ベ
ラ
ル
東
大
阪

代
表
質
問

鳴
戸

鉄
哉

個
人
質
問

木
村

正
治

個
人
質
問

寺
田

広
昭

救
命
率
の
向
上
は
救
急
体
制
の
充
実
・
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る

救
命
率
の
向
上
は
救
急
体
制
の
充
実
・
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る

高
齢
者
の
住
宅
問
題

問

市
営
住
宅
の
空
き
家
募
集

は
毎
年
二
十
戸
前
後
で
あ
る

が
、
応
募
は
そ
の
約
二
十
五
倍

に
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実

態
と
し
て
市
民
の
需
要
に
全
く

応
え
て
い
な
い
。
民
間
の
賃
貸

住
宅
を
探
す
に
し
て
も
、
特
に

高
齢
者
は
簡
単
に
思
う
よ
う
な

住
宅
を
借
り
る
こ
と
が
難
し
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
貸
し
主
と

高
齢
者
を
つ
な
ぐ
居
住
支
援
が

重
要
で
あ
り
、
市
と
し
て
民
間

賃
貸
住
宅
に
対
す
る
施
策
は
あ

る
の
か
。

建
築
部
長

市
営
住
宅
や
府
営

住
宅
へ
の
入
居
相
談
を
初
め
と

し
て
、
今
後
市
政
だ
よ
り
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
高
齢
者

の
方
々
に
入
居
可
能
な
住
宅
の

情
報
提
供
に
努
め
る
。

市
民
協
働
の
町
づ
く
り

問

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員

会
の
最
終
報
告
で
は
、
地
方
公

共
団
体
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
依

存
す
る
姿
勢
を
改
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
担
え
る
も
の
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
、

が

担
え
る
も
の
は

が
担

い
、
地
方
公
共
団
体
と
住
民
が

協
働
し
て
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
が
、

本
市
で
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長

町
づ
く
り
推

進
協
議
会
の
提
言
も
受
け
な
が

ら
、
今
後
多
様
な
手
法
も
視
野

に
入
れ
、
一
層
の
支
援
に
努
め

る
。

市
内
北
東
部
へ
の
救
急
隊

の
早
期
増
強

問

救
命
率
の
向
上
を
図
る
に

は
救
急
体
制
の
充
実
強
化
が
不

可
欠
で
あ
る
。
本
市
に
お
け
る

救
急
車
の
到
着
時
間
を
見
る

と
、市
域
の
北
西
部
及
び
日
下
、

善
根
寺
方
面
の
北
東
部
が
特
に

遅
延
の
傾
向
に
あ
る
。
北
西
部

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
に

救
急
隊
を
一
隊
増
隊
し
、
到
着

時
間
の
遅
延
を
解
消
し
て
い
る

が
、
北
東
部
の
課
題
は
未
だ
解

消
さ
れ
て
い
な
い
。
市
内
北
東

部
へ
の
救
急
隊
の
配
置
及
び
十

一
隊
の
増
隊
を
早
急
に
実
施
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

本
市
北
東
部
は
現
在
最

も
救
急
力
の
弱
い
地
域
で
あ

り
、
救
急
隊
を
増
強
す
る
こ
と

が
最
優
先
の
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

市
史
編
纂
資
料
の
管
理

問

東
大
阪
市
は
長
い
歴
史
が

あ
り
、
市
民
か
ら
多
く
の
古
文

書
や
史
料
が
提
供
さ
れ
て
い
る

中
で
、
私
は
市
史
編
纂
室
の
保

管
状
況
を
見
て
唖
然
と
し
た
。

史
料
が
多
方
面
に
混
在
し
、
場

所
に
よ
っ
て
は
高
温
多
湿
の
中

に
山
積
み
に
さ
れ
て
い
る
。
市

は
市
民
の
た
め
に
も
史
料
の
保

存
と
整
理
に
重
点
を
置
き
必
要

な
予
算
を
増
額
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

人
権
文
化
部
長

古
文
書
や
史

料
な
ど
は
、
市
史
を
編
纂
す
る

上
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
保
管

体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い
く
。

住宅確保が難しい高齢者に情報提供
するなど、居住支援に取り組みます。

公

明
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公

明

党

自
由
民
主
党

自
由
民
主
党


